
五
九

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
物
語
の
あ
る
一
場
面
が
、
画
題
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
、

扇
絵
、
特
に
室
町
時
代
の
扇
絵
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
る
。
物
語
を
代

表
す
る
よ
う
な
「
名
場
面
」
の
成
立
と
い
う
問
題
は
、
物
語
の
享
受
史
と
不
可
分

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
小
論
で
は
、
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
、
図

様
を
考
察
の
対
象
と
し
、
名
場
面
の
定
型
図
様
、
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
パ

タ
ー
ン
化
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
伝
え
ら
れ
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
特
に
扇
と
い
う
画
面
形
式
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
す
る
。

例
え
ば
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
な
ど
に
語
ら
れ
る
「
敦
盛
最
期
」、

い
わ
ゆ
る
直
実
・
敦
盛
譚
は
、
し
ば
し
ば
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
【
図
版
１
】。
追

い
か
け
る
熊
谷
直
実
と
、海
の
中
に
馬
を
進
め
る
敦
盛
の
姿
を
描
く
の
が
通
例
で
、

近
世
の
作
例
を
中
心
と
し
て
数
多
く
の
現
存
作
例
が
あ
り
、
直
実
・
敦
盛
譚
を
表

す
イ
メ
ー
ジ
の
定
型
と
言
っ
て
も
よ
い
。
本
稿
で
は
便
宜
的
に
、
こ
う
し
た
特
定

の
場
面
の
広
く
流
布
し
た
表
現
を
「
定
型
図
様
」
と
呼
称
す
る
。
人
々
が
図
様
を

見
て
す
ぐ
に
何
の
場
面
か
わ
か
る
の
は
、
当
然
物
語
が
広
く
親
し
ま
れ
て
い
た
こ

と
が
背
景
と
な
っ
て
お
り
、
物
語
そ
の
も
の
の
受
容
史
と
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ

る
。
鈴
木
彰
氏
は
、
こ
の
図
様
は
、
直
実
・
敦
盛
譚
が
、『
平
家
物
語
』
と
そ
れ

に
取
材
し
た
、
能
や
御
伽
草
子
、
幸
若
舞
曲
、
古
浄
瑠
璃
な
ど
の
流
布
に
よ
っ
て

世
間
に
定
着
し
て
い
く
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
し
、
十
六
世
紀
か
ら
十
七

世
紀
に
は
、「
敦
盛
最
期
」
の
物
語
に
根
ざ
し
た
「
平
家
絵
」
の
典
型
と
し
て
定

型
化
し
始
め
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る（
１
）。
同
氏
は
、
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
の

図
様
の
「
平
家
絵
」
が
、『
平
家
物
語
』
本
文
が
示
す
直
実
の
苦
悩
で
は
な
く
、

む
し
ろ
美
し
い
若
武
者
敦
盛
の
潔
い
死
に
ざ
ま
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、「
定
型

化
」
は
、
そ
の
解
釈
が
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
推

測
す
る
。
定
型
図
様
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
の
「
読
み
」
に
も
影
響

を
与
え
得
る
と
い
う
観
点
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

本
稿
は
、
図
様
が
定
型
化
し
て
い
っ
た
状
況
を
、
イ
メ
ー
ジ
史
の
観
点
か
ら
探

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
物
語
が
広
く
読
ま
れ
て
い
た
と
い
う
だ
け
な
ら
ば
、

同
じ
場
面
を
表
す
図
様
に
、
あ
る
程
度
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
も
不
思
議

は
な
い
。
最
も
「
そ
れ
ら
し
く
」
見
え
る
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
て
い
た

か
ら
こ
そ
、
絵
師
た
ち
は
そ
の
図
様
を
選
ん
で
描
い
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
定
型
図
様
は
、
ど
の
よ
う
に
人
々
の
間
で
共
有
さ
れ
、
伝
え

ら
れ
て
い
っ
た
の
か
。土
佐
派
や
狩
野
派
と
い
っ
た
流
派
の
場
合
は
粉
本
の
存
在
、

ま
た
、十
七
世
紀
半
ば
以
降
の
作
品
に
関
し
て
は
版
本
の
挿
図
か
ら
の
影
響
な
ど
、

複
数
の
要
因
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
中
近
世
移

行
期
に
流
派
を
超
え
て
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
た
媒
体
と
し
て
、
扇
絵
（
扇
面
画
）
の

存
在
は
見
過
ご
せ
な
い
。
以
下
、
ま
ず
扇
と
い
う
画
面
形
式
の
特
徴
に
つ
い
て
考

察
し
、
物
語
絵
の
例
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

扇
と
物
語
絵
に
関
す
る
一
考
察

龍　

澤　
　
　

彩
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六
〇

一　

画
面
形
式
と
し
て
の
扇
の
特
色

扇
絵
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
美
術
史
に
お
け
る
個
別
作
品
研
究
が
主
で
あ
る

が
、
扇
に
つ
い
て
網
羅
的
に
扱
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
扇
や
扇
面
屏
風
と
い
う
画

面
形
式
に
つ
い
て
扱
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
河
田
昌
之
「
扇
絵
概
説
」（
和
泉
市

久
保
惣
記
念
美
術
館
編
『
扇
絵
』
所
収
）
宮
島
新
一
『
日
本
の
美
術
・
扇
面
画
中

世
編
』
な
ど
が
あ
る（
２
）。
室
町
時
代
の
扇
絵
を
め
ぐ
る
状
況
が
、
特
に
歌
絵
と
の
関

わ
り
か
ら
、
近
世
初
期
の
い
わ
ゆ
る
四
季
景
物
を
描
い
た
や
ま
と
絵
屏
風
の
成
立

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
以
前
論
じ
た
こ
と
が
あ

り（
３
）、
ま
た
、
扇
が
物
語
や
和
歌
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
安
原
真
琴
氏
に
よ
る
論
考
が
あ
る（
４
）。
今
回
本
稿
で
は
、
特
に
物
語

絵
に
関
し
て
、
あ
る
場
面
の
定
型
図
様
の
定
着
を
促
し
た
要
因
が
、
扇
絵
に
よ
る

イ
メ
ー
ジ
の
流
布
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、
画
面
形
式
と
し
て
の
扇
の
特
徴
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
扇
絵
は
、
元
慶

元
年
（
八
七
七
）
銘
を
持
つ
東
寺
の
檜
扇
に
松
や
鶴
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
例
を

最
初
期
と
し
て
、
十
世
紀
半
ば
頃
ま
で
に
は
、
紙
の
扇
に
和
歌
や
歌
絵
を
描
く
例

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（
５
）。
と
り
わ
け
室
町
時
代
に
は
、
文
献
資
料
に
見
ら
れ
る

扇
の
記
事
も
多
く
、
ま
た
、
現
存
作
例
も
多
い
こ
と
か
ら
、
扇
の
制
作
が
盛
ん
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

画
面
形
式
と
し
て
の
扇
絵
の
特
色
と
し
て
は
、
①
贈
答
品
と
し
て
用
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
（
人
の
間
を
動
く
媒
体
）・
②
詩
歌
（
和
歌
・
漢
詩
）
と
の
関
わ

り
が
深
い
・
③
小
画
面
で
あ
る
、
と
い
う
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ず
、①
に
あ
げ
た
、贈
答
品
と
し
て
の
扇
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、『
枕
草
子
』

二
二
四
段（
６
）に
、
中
宮
定
子
が
日
向
に
下
る
乳
母
に
絵
が
描
か
れ
た
扇
を
贈
る
と
い

う
話
が
あ
る
な
ど
、
平
安
時
代
か
ら
確
認
で
き
る
が
、
特
に
室
町
時
代
の
文
献
史

料
に
頻
出
し
て
い
る
。
宮
島
新
一
氏
の
論
考
を
初
め
と
す
る
先
行
研
究（
７
）で
多
く
の

扇
絵
関
連
記
事
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
『
看
聞
日
記
』
に
は
、
応
永
二
十

三
年
（
一
四
一
六
）
三
月
七
日
条
か
ら
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
十
一
月
九
日
条

ま
で
の
間
に
、
百
件
を
超
え
る
扇
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
、
そ
の
大
半
が
、
扇
が

贈
答
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
全
て
に
絵
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
例
え
ば
次
の
記
事
は
絵
が
描
か
れ
て
い
た
扇
に
つ
い

て
記
す
一
例
で
あ
る
。

『
看
聞
日
記
』
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
五
月
九
日
条（
８
）

　
　

  （
前
略
）
抑
禁
裏
へ
室
町
殿
よ
り
扇
十
本
被
進
、
其
絵
面
ニ
ハ
、
し
や
れ
事
と
も

種
々
書
、
裏
ハ
普
通
之
絵
結
構
也
、
御
乳
人
申
出
令
見
、
し
や
れ
絵
逸
興
也
。

（
後
略
）

ま
た
、『
実
隆
公
記
』
の
、
扇
に
関
す
る
記
事
を
抜
粋
し
た
稲
畑
ル
ミ
子
氏
の

論
考（
９
）を
も
と
に
す
る
と
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
正
月
七
日
条
か
ら
天
文
五
年

（
一
五
三
六
）
正
月
□
□
□
（
廿
六
日
）
条
ま
で
の
間
に
五
一
〇
件
の
扇
に
関
す

る
記
事
が
見
い
だ
せ
る
。
最
も
早
い
文
明
六
年
正
月
七
日
条
に
は
、
参
内
し
て
扇

を
拝
領
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

『
実
隆
公
記
』
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
正
月
七
日
条）
10
（

　

  （
前
略
）
天
酌
了
、
重
而
有
召
、
各
参
御
前
御
扇
拝
領
、
祝
著
々
々
、
可
揚

仁
風
者
乎
（
後
略
）

『
実
隆
公
記
』
の
扇
に
関
す
る
記
事
は
大
半
が
、
実
隆
が
交
流
し
て
い
た
人
物

と
の
間
で
の
贈
答
や
、
禁
裏
・
伏
見
宮
・
将
軍
家
に
対
す
る
八
朔
の
贈
答
な
ど
、

扇
が
贈
答
の
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
後
述
す
る

文
明
十
八
年
（
一
四
七
四
）
六
月
十
九
日
条
の
ほ
か
、
地
方
へ
下
向
す
る
際
に
求

め
に
応
じ
て
扇
に
染
筆
す
る
と
い
う
記
事
も
散
見
さ
れ
、
人
の
移
動
に
と
も
な
っ

て
扇
も
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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六
一

扇
絵
の
特
色
と
し
て
②
に
あ
げ
た
「
詩
歌
（
和
歌
・
漢
詩
）
と
の
関
わ
り
が
深

い
」
点
は
、『
実
隆
公
記
』
に
、
実
隆
が
扇
に
和
歌
を
書
写
し
た
記
事
が
頻
出
す

る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
実
隆
が
依
頼
を
受
け
て
和
歌
を
染
筆
し
た
と
い
う
内
容

の
記
事
が
多
く
、
依
頼
者
は
宮
廷
の
女
房
、
将
軍
家
、
公
家
、
僧
侶
、
地
方
の
武

家
、
連
歌
師
な
ど
で
あ
る
。

次
の
記
事
は
徳
田
和
夫
氏）
11
（

、
安
原
真
琴
氏）
12
（

も
引
い
て
い
る
が
、
赤
い
紙
で
、
表

に
は
小
高
い
森
、
裏
に
は
馬
を
描
い
た
扇
に
、
飯
尾
宗
祇
の
求
め
に
応
じ
て
、
実

隆
が
『
源
氏
物
語
』
の
源
典
侍
の
和
歌
を
書
き
つ
け
た
と
あ
る
。

『
実
隆
公
記
』
文
明
十
八
年
六
月
一
九
日
条

　
　

  

晴
、
宗
祇
来
、
昨
日
予
所
持
之
扇 
源
典
侍
扇
之
心
□
（
也
）
赤
紙
画
高

森
裏
画
馬
形
、
以
量
朝
臣
筆
□
、　

   

宗
祇
法
師
取

之
、
件
扇
面
可
書
哥
之
由
所
望
、
仍
書
之
、
篠
分
波
人
屋
戸

賀
免
乃
歌
也

（
後
略
）

こ
の
記
事
は
、
歌
絵
の
扇
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
連
歌
師
の
宗
祇
の

依
頼
に
よ
っ
て
実
隆
が
扇
に
和
歌
を
書
い
て
い
る
と
い
う
内
容
で
、
人
に
贈
ら
れ

た
扇
で
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
五
山
僧
が
扇
を

題
に
漢
詩
を
詠
む
こ
と
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
詩
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
な

モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
た
か
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
扇
絵
の
現
存
作

例
を
補
う
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

③
の
「
小
画
面
で
あ
る
」
と
い
う
特
性
は
、
す
な
わ
ち
、
画
面
の
大
き
さ
、
つ

ま
り
物
理
的
な
制
約
に
よ
っ
て
、描
け
る
図
様
が
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
小
画
面
の
扇
の
中
に
、『
源
氏
物
語
』
や
『
平
家
物
語
』

と
い
う
長
大
な
物
語
の
全
て
を
描
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
必
然
的
に
一
画
面

に
一
場
面
を
描
く
と
い
う
図
様
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。そ
れ
以
前
に
も
、

「
段
落
式
」
と
呼
ば
れ
る
絵
巻
で
は
、
各
場
面
を
一
カ
ッ
ト
内
に
表
す
図
様
が
描

か
れ
た
り
、
鎌
倉
時
代
か
ら
小
画
面
の
色
紙
絵
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
文
献
か

ら
確
認
で
き
る）
13
（

た
め
、
一
画
面
に
つ
き
一
場
面
と
い
う
物
語
絵
が
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
先
に
見
た
、
贈
答
品
と
し
て
人
の
間
を
動
く
と
い
う
扇
の
特
性
を

あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
特
に
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
と
い
う
時
代
に
、
扇
が
物

語
の
代
表
的
な
場
面
を
表
し
た
図
様
の
流
布
を
促
す
媒
体
と
し
て
機
能
し
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
扇
絵
に
描
か
れ
る
こ
と
で
、
物
語
か
ら
、
個
々
の
場
面
が

画
題
と
し
て
分
化
し
、
流
布
し
て
い
く
と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

小
画
面
絵
画
で
あ
る
扇
絵
は
、
扇
一
面
ご
と
の
単
体
で
享
受
さ
れ
る
場
合
と
、

屏
風
に
貼
ら
れ
て
享
受
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
り
、
後
者
は
「
扇
面
屏
風
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
室
町
時
代
の
文
献
史
料
で
も
扇
面
屏
風
に
関
す
る
記
事
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
先
に
挙
げ
た
宮
島
新
一
氏
、
稲
畑
ル
ミ
子
氏
ら
の
論
考
で
も
引
か
れ

て
い
る
が
、『
実
隆
公
記
』
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
の
九
月
廿
九
日
条
に
は
「
古

扇
陽
明
・
徳
等
所
望
申
之
處
、
二
本
計
各
給
之
、
為
押
屏
風
也
」
と
い
う
記
述
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
十
月
に
は
連
続
し
て
、
三
日
条
に
「
帥
六
枚
屏
風
押
扇
」、
四

日
条
に
「
帥
方
屏
風
扇
骨
畫
工
事
沙
汰
」、
五
日
条
に
「
帥
屏
風
扇
骨
事
終
功
了
」

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
屏
風
に
貼
っ
て
扇
の
骨
を
描
か
せ
る
と
い
う
一
連
の
経
過

が
記
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
扇
が
流
通
す
る
中
で
、
扇
絵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
、
そ
れ
ら
を
保
管
し
、
展
示
す
る
た
め
に
、
扇
面
屏
風
と
い
う
形
式
が
生
ま

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
九
月
廿
九
日
条
で
は
「
古
扇
」
と
あ
る
の
で
、
何
ら
か
の

謂
わ
れ
の
あ
る
古
画
な
い
し
古
筆
の
扇
面
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
特
別
な
も
の

と
し
て
披
露
し
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
も
推
測
で
き
る
。

現
存
す
る
室
町
時
代
の
扇
絵
の
例
を
見
る
と
、
多
種
多
様
な
画
題
が
描
か
れ
て

い
る
。
例
え
ば
南
禅
寺
所
蔵
「
扇
面
貼
交
屏
風
」
は
、
扇
絵
に
賛
を
残
し
た
禅
僧

の
歿
年
か
ら
考
え
ら
れ
る
上
限
が
月
舟
壽
桂
の
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）、
下
限

は
集
雲
守
藤
の
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）、
画
風
か
ら
は
、
十
五
世
紀
に
遡
る
作

例
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
屏
風
で
あ
る）
14
（

。二
四
〇
面
の
扇
の
う
ち
、

水
墨
画
は
八
五
面
、
彩
色
画
が
一
五
五
面
あ
り
、
全
て
に
折
っ
た
跡
が
あ
る
た
め
、

実
際
に
骨
を
通
し
て
扇
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
扇
絵
に
は
和
漢
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六
二

い
。
ま
ず
『
源
氏
物
語
』
を
絵
画
化
し
た
源
氏
絵
の
例
を
取
り
あ
げ
る
。
源
氏
絵

に
つ
い
て
は
、
中
世
の
絵
詞
や
注
釈
書
か
ら
の
影
響
、
土
佐
、
狩
野
と
い
っ
た
画

派
に
お
け
る
粉
本
の
存
在
な
ど
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
扇
の
み
に

よ
っ
て
図
様
が
伝
わ
っ
た
と
は
勿
論
言
え
な
い
が
、
室
町
時
代
に
は
源
氏
絵
扇
面

が
多
数
作
ら
れ
、
定
型
図
様
の
流
布
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
現
存
作
例
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る）
18
（

。

『
看
聞
日
記
』
の
永
享
六
年
七
月
六
日
条
に
は

七
夕
飾
如
例
座
敷
室
礼
。
明
盛
参
、
内
裏
御
屏
風
一
双 

院
御
屏
風
扇

流
、
源
氏
絵

 

申
出
了
。

と
い
う
記
述
が
あ
り
、一
双
の
扇
流
屏
風
の
扇
が
源
氏
絵
で
あ
っ
た
と
あ
る
の
で
、

複
数
の
源
氏
絵
の
扇
絵
が
集
め
ら
れ
て
貼
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
て
、
集
合
体
と
し
て
提
示
さ
れ
る
場
合
は
、
全
体
と
し
て
『
源
氏

物
語
』
を
表
し
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
扇
絵
一
面
一
面
と
な
っ
た
場
合
は
、
む

し
ろ
、『
源
氏
物
語
』
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
「
若
紫
図
」・「
浮
舟
図
」
と
い
っ
た

別
個
の
画
題
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
く
。

例
え
ば
「
若
紫
」
帖
か
ら
は
、
光
源
氏
と
紫
の
上
の
出
会
い
の
場
面
（
垣
間
見

す
る
光
源
氏
、
雀
の
子
を
追
っ
て
縁
先
に
出
る
紫
の
上
の
図
様
）
が
多
数
絵
画
化

さ
れ
て
お
り
【
図
版
２
】、
中
近
世
移
行
期
に
は
同
図
様
の
み
を
大
画
面
に
描
い

た
屏
風
絵
も
作
ら
れ
た）
19
（

。「
浮
舟
」
帖
の
場
合
は
、
匂
宮
と
浮
舟
が
舟
に
乗
り
、

橘
の
小
島
で
歌
を
詠
む
場
面
が
圧
倒
的
に
多
い
。
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
制

作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
室
町
時
代
扇
面
画
の
例
も
、
源
氏
絵
扇
面
と
し
て

は
古
例
と
さ
れ
る
九
州
国
立
博
物
館
蔵
「
扇
面
画
帖）
20
（

」
所
収
の
一
図
【
図
版
３
】

を
は
じ
め
と
し
て
、
浄
土
寺
蔵
「
源
氏
物
語
絵
扇
面
散
屏
風）
21
（

」
中
の
一
図
な
ど
複

数
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
小
画
面
に
よ
る
定
型
図
様
の
浸
透
を
背
景
と
し
て
、
十

七
世
紀
に
「
浮
舟
図
屏
風
」（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
）【
図
版
４
】
の
よ
う
な
作
例

が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
画
題
が
描
か
れ
て
お
り
、
扇
絵
を
契
機
と
し
て
詠
ま
れ
る

詩
歌
も
和
漢
双
方
と
関
わ
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
漢
画
か
ら
漢
詩
を
詠
む
例
は
当

然
で
あ
る
と
し
て
、
例
え
ば
、
彦
竜
周
興
の
『
半
陶
文
集）
15
（

』
に
は
、
次
の
よ
う
な

詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

扇
面　
源
氏
畫
、
宮
中
弾
琵
琶
、
庭
有
草
花
、

　
　

  

源
氏
古
宮
如
漢
宮
、
女
墻
夜
静
倚
秋
風
、
琵
琶
弾
落
天
邊
月
、
影
在
草
花
香

露
中
、

「
宮
中
弾
琵
琶
」
と
あ
る
が
、
女
性
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
、「
琵
琶
弾
落
天

邊
月
」
と
い
う
描
写
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、「
橋
姫
」
の
、
大
君
と
中
君
が
琴

と
琵
琶
を
弾
き
、
撥
で
月
を
招
い
た
と
言
っ
て
笑
う
姿
を
、
薫
が
垣
間
見
る
場
面

で
あ
る
。
こ
の
場
面
の
源
氏
絵
は
、
十
二
世
紀
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
徳
川
美

術
館
蔵
）
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、近
世
に
至
る
ま
で
描
き
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、

同
じ
く
『
半
陶
文
集
』
に
は
、「
扇
面　

紅
葉
之
賀
」
と
題
さ
れ
た
詩）
16
（

も
あ
り
、

源
氏
絵
の
扇
か
ら
漢
詩
が
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
扇
と
い
う
媒
体
を
介

し
た
和
漢
混
交
の
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

文
献
史
料
上
で
は
、
先
述
し
た
『
看
聞
日
記
』
の
「
し
ゃ
れ
事
」
と
「
普
通
の

絵
」
を
表
裏
に
描
く
と
い
う
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
現
存
作
例
で
は
確
認
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
画
題
、
例
え
ば
古
今
和
歌
集
仮
名
序
の
内
容
を
示
し
た
扇
絵）
17
（

な
ど

も
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
室
町
時
代
の
扇
絵
に
は
、
画
題
の
分
化
と
多
様
化
を
促

進
し
た
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

二
、
物
語
絵
の
「
定
型
図
様
」
の
成
立

（
一
）
源
氏
物
語

以
上
を
ふ
ま
え
て
、室
町
時
代
に
扇
と
い
う
媒
体
に
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

後
世
に
定
型
図
様
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
作
例
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
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六
三

（
二
）
平
家
物
語

続
い
て
『
平
家
物
語
』
お
よ
び
、
平
家
物
語
に
取
材
し
た
物
語
を
画
題
と
す
る

図
様
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
中
世
に
遡
る
平
家
物
語
の
絵
画
と
し
て
は
、
土

佐
光
信
筆
と
伝
え
ら
れ
る
絵
巻
三
巻
が
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
源
氏
絵
と
異
な

り
、
現
存
作
例
に
は
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
扇
絵
の
現
存
作

例
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
中
で
も
最
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
九
州
国
立

博
物
館
蔵
「
扇
面
画
帖
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
扇
面
画
で
あ
る
。
全
部
で
七
二
面

あ
る
扇
に
は
、
制
作
者
も
制
作
時
期
も
異
な
る
も
の
が
混
在
し
て
お
り
、
制
作
年

代
に
は
若
干
の
幅
が
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
十
五
〜
十
七
世
紀
初
頭
の
作
と
考
え
ら

れ
て
い
る）
22
（

。
こ
の
画
帖
に
は
、「
敦
盛
最
期
」【
図
版
５
】、「
橋
合
戦
」
の
浄
妙
房

と
一
来
法
師
の
場
面
、「
信
連
」
の
信
連
が
御
所
に
押
し
寄
せ
た
平
氏
の
軍
勢
を

迎
え
撃
つ
場
面
、
巻
十
一
「
遠
矢
」
の
、
旗
が
空
か
ら
舞
い
降
り
て
、
義
経
が
八

幡
大
菩
薩
の
出
現
と
し
て
拝
む
場
面
、「
那
須
与
一
」
の
各
図
が
収
め
ら
れ
て
お

り
、
十
六
世
紀
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
文
献
資
料
か
ら
も
、
室
町
時
代
に
平
家
物
語
が
扇
面
画
と
し
て
描
か
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
次
に
示
す
の
は
『
実
隆
公
記
』
文
明
十
八
年
（
一
四
八

六
）
五
月
十
九
日
の
条
で
、
細
川
家
の
屏
風
が
「
平
家
絵
」
の
扇
流
（
流
水
を
描

い
た
意
匠
の
上
に
扇
を
貼
っ
た
も
の
）
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る）
23
（

。

『
実
隆
公
記
』
文
明
十
八
年
五
月
一
九
日
条

（
前
略
）
於
常
御
所
庇
傾
一
盞
、
欲
退
出
之
処
細
川
屏
風
平
家
絵

扇
流　

 

可
一
見
之

由
被
仰
之
、
於
黒
戸
見
之
、
有
其
興
（
後
略
）

「
平
家
絵
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
は
複
数
の
扇
絵
に
よ
っ
て
『
平
家
物
語
』

を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
楽
し
め
る
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
前
章
で
も
見
た
と
お
り
、
扇
が
小
画
面
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
各
場

面
が
一
作
品
と
し
て
独
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
、
先
に

見
た
現
存
作
例
よ
り
遡
り
、
十
五
世
紀
後
半
に
は
、
扇
絵
と
し
て
個
々
の
画
題
と

し
て
分
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
近
世
に
入
り
屏
風
絵
の
図
様
と
し
て
頻
繁
に
描
か
れ
た
「
敦

盛
最
期
」
の
例
を
み
て
い
き
た
い
。
辻
野
正
人
氏
、
榊
原
千
鶴
氏
が
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に）
24
（

、『
翰
林
五
鳳
集
』
に
収
め
ら
れ
た
天
隠
龍
澤
の
詩
か
ら
、「
直
実
・
敦

盛
譚
」
が
絵
に
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

生
年
十
六
美
男
児
。
身
命
砕
珠
廻
馬
時
。
熊
谷
道
心
従
此
始
。
法
然
室
内
念

阿
弥
。
熊
谷
招
敦
盛
図

天
隠
（『
翰
林
五
鳳
集）
25
（

』）

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
熊
谷
招
敦
盛
図
」
が
扇
絵
で
あ
っ
た
と
は
断
定
は
で

き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
十
五
世
紀
に
は
一
つ
の
画
題
と
し
て
成
立
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
。
鈴
木
彰
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に）
26
（

、【
図
版
１
】
に
示
し
た
よ
う
な
図

様
は
『
厳
島
絵
馬
鑑
』
に
収
め
ら
れ
た
「
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
十
一
月
吉
日

備
前
国
住
人
吉
永
彦
宥
丹
覚
画
」
と
い
う
絵
馬
に
も
見
ら
れ
る
ほ
か
、
十
七
世
紀

以
降
の
絵
入
版
本
や
屏
風
な
ど
に
多
数
描
か
れ
て
お
り
、
御
伽
草
子
の
「
小
敦
盛

絵
巻
」
で
も
、
類
す
る
図
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
【
図
版
６
】（
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
蔵
「
小
敦
盛
絵
巻
」）。
絵
巻
（
林
原
美
術
館
蔵
「
平
家
物
語
絵
巻
」）
の

場
合
は
、
物
語
の
順
を
追
っ
て
絵
が
展
開
し
て
い
る
た
め
、
直
実
が
敦
盛
の
首
を

取
る
場
面
な
ど
も
描
か
れ
て
い
る
が
、『
平
家
物
語
』
か
ら
何
場
面
か
を
選
ん
で

構
成
し
て
い
る
合
戦
図
屏
風
絵
の
場
合
で
も
、「
敦
盛
最
期
」
の
場
面
は
ほ
ぼ
こ

の
図
様
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
直
実
・
敦
盛
譚
は
、
幸
若
舞
曲
や
古
浄
瑠
璃
な

ど
の
題
材
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
宮
腰
直
人
氏
が
ま
と
め
て
い
る
よ
う
に）
27
（

、
舞
の

本
『
敦
盛
』
で
も
、
同
じ
よ
う
な
構
図
の
挿
図
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
十
七
世
紀

初
頭
の
「
四
条
遊
楽
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
は
、
操
り
人
形
浄
瑠
璃
の
舞
台
の
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六
四

正
面
に
、
あ
た
か
も
看
板
絵
の
よ
う
に
こ
の
図
様
が
描
か
れ
て
い
る）
28
（

。
直
実
と
敦

盛
は
そ
れ
ぞ
れ
分
け
ら
れ
た
区
画
の
中
に
配
さ
れ
、
赤
い
母
衣
を
つ
け
て
扇
を
右

手
に
持
つ
直
実
と
、
海
中
の
馬
上
で
振
り
返
る
萌
葱
色
の
鎧
の
敦
盛
の
図
様
は
、

配
色
も
含
め
て
【
図
版
１
】
の
よ
う
な
定
型
図
様
と
よ
く
似
て
い
る
。
こ
う
し
た

舞
台
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
物
語
が
幸

若
舞
曲
や
浄
瑠
璃
な
ど
の
芸
能
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
て
い
た
影
響
が
強
い
と
思
わ

れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
定
型
図
様
が
浸
透
し
、
定
着
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。「
四
条
河
原
遊
楽
図
」
の
よ
う
な
風
俗
図
が
現
実
の
世
界
を
そ

の
ま
ま
写
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
人
が
大
勢
集
ま
る
場
に
描
か
れ
て
い
た

と
す
れ
ば
な
お
さ
ら
、
こ
の
図
様
は
人
々
が
違
和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
直
実
・
敦
盛
譚
」
が
さ
ま
ざ
ま
に
変
容

し
つ
つ
享
受
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
よ

う
な
図
様
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
定
着
を
促
し
た
媒
体
と
し
て
、
扇
絵
の
存

在
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
室
町
時
代
に
遡
る
扇
絵
の
現
存
作
例
が
な
い
場
合
で
も
、
五
山
僧
の
漢

詩
に
、
扇
絵
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
と
わ
か
る
画
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、「
義
経
弓
流
」
は
、
扇
面
画
と
し
て
は
横
川
景
三
（
一
四
二
九
〜
九
三
）

の
『
補
庵
京
華
後
集）
29
（

』
に
、
次
の
よ
う
な
詩
の
例
が
あ
る）
30
（

。

　

扇
面　
執
弓
判
官

天
下
英
雄
入
彀
中
、
源
平
得
失
一
張
弓
、
揚
鞭
壇
浦
弦
声
定
、
掛
在
扶
桑
日

本
東

ま
た
、
画
面
形
式
は
不
明
な
が
ら
、
万
里
集
九
『
梅
花
無
尽
蔵）
31
（

』
に
は
「
取
弓
判

官
畫
賛
二
十
韻
」、『
翰
林
五
鳳
凰
集
』
に
は
「
源
九
郎
落
弓
図）
32
（

」
が
見
ら 

れ
、「
義

経
弓
流
」
は
一
つ
の
画
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近
世
に
は
屏
風
絵
に

も
描
か
れ
て
い
る
【
図
版
７
】（
徳
川
美
術
館
蔵
「
八
島
合
戦
図
屏
風
」）。

ま
た
、「
忠
度
都
落
」
の
場
面
に
つ
い
て
も
、
萬
里
集
九
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』

に
は
「
便
面
畫　

薩
州
守
求
選
歌
之
像）
33
（

」、『
翰
林
五
鳳
凰
集
』
に
は
「
扇
面　

薩

摩
守
問
俊
成
卿
圖
」
の
記
載）
34
（

が
あ
り
、
文
献
史
料
上
確
認
で
き
る
扇
絵
の
制
作
例

が
あ
る
。
こ
の
場
面
の
み
を
大
画
面
に
描
い
た
例
は
、
管
見
の
限
り
で
は
見
出
せ

な
い
が
、
徳
川
美
術
館
所
蔵
「
平
家
物
語
図
扇
面
」
六
十
面
の
中
に
は
含
ま
れ
て

い
る
【
図
版
８
】。
こ
の
扇
は
、
実
際
に
扇
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
た
形
跡
は
な
く
、

恐
ら
く
、
画
帖
や
手
鑑
、
屏
風
に
貼
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

「
敦
盛
最
期
」
が
「
定
型
図
様
」
を
用
い
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
流
布
し
て
い
た

図
様
を
借
り
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
ほ
か
、『
翰

林
五
鳳
凰
集
』
に
は
、
天
隠
龍
澤
の
「
佐
々
木
四
郎
渡
宇
治
河
図
」
の
詩）
35
（

も
収
め

ら
れ
て
お
り
、
近
世
に
屏
風
絵
の
画
題
と
も
な
る
「
宇
治
川
先
陣
争
い
」
が
す
で

に
個
別
の
画
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
三
浦
殿
屏
風
詩
偈
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
蔵
「
文
明
明
應
年
間
関
東
禅
林
詩

文
等
抄
録
」
所
収）
36
（

）
で
は
、
関
東
武
士
の
三
浦
義
同
が
、
京
都
五
山
の
禅
僧
達
に

求
め
て
集
め
た
題
詩
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
四
十
首
の
中
に
は
、「
義
経

弓
流
し
」
の
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
義
経
の
八
艘
飛
び
と
、
一
ノ
谷
合
戦
に
お
け
る
、

熊
谷
・
平
山
の
奮
戦
を
詠
ん
だ
詩
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
三
浦
殿
屏
風
便
面
之
賛
、

自
京
洛
下
四
十
首
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
賛
が
つ
け
ら
れ
た
扇
が
屏
風
に
貼
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
末
尾
に
、
相
国
寺
常
徳
院
万
松
軒
の

首
座
、子
龍
𣴎
嘉
が
集
め
た
と
あ
り
、明
應
七
年
（
一
四
九
八
）
年
の
年
記
を
伴
っ

て
い
る
。

　
　

鹿
苑
院
景
徐
周
麟
和
尚　
四
首

白
旗
溶
漾
映
金
袍
、
獨
有
判
官
名
最
高
、
馬
上
側
身
臨
水
底
、
椘
人
不
可
得

烏
號）
37
（

　
　

判
官
義
経
弓
流
之
處

（
中
略
）
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六
五

　

又
（
扇
面
）
牛
若
・
弁
慶

昔
張
良
跪
覆
圯
橋
、
傳
一
編
書
、
為
帝
者
師
、
〃
乃
黄
石
公
也
、
抑
牛
若
源

公
、
於
五
条
橋
上
、
逢

武
蔵
坊
弁
慶
、
鋒
刃
之
下
、
君
臣
道
合
、
水
魚
之
契
、
可
見
矣
、
而
曝
骨
於

高
舘
、
流
血
於
衣
河
、

吁
、
当
時
有
一
編
耶
無
歟

彦
竜
周
興
『
半
陶
文
集）
39
（

』

漢
詩
を
詠
ん
だ
彦
竜
周
興
（
一
四
五
八
〜
九
一
）
の
歿
年
を
考
え
る
と
、
十
五
世

紀
に
は
扇
絵
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。こ
の
場
面
の
定
型
図
様
も
、

扇
と
い
う
媒
体
に
よ
っ
て
流
布
し
、
定
着
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

十
六
〜
十
七
世
紀
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
扇
面
散
ら
し
屏
風
」（
個
人
蔵
）

中
に
扇
絵
の
現
存
作
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る）
40
（

。

ま
た
「
羅
生
門
」
の
物
語
に
つ
い
て
も
、
羅
生
門
で
の
渡
辺
綱
と
鬼
と
の
格
闘

の
場
面
の
図
様
が
流
布
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
鬼
が
綱
の
兜
を
掴
む
様
子
を

描
い
た
図
様
は
、十
六
世
紀
〜
十
七
世
紀
初
頭
の
扇
面
画
が
現
存
し
て
い
る）
41
（

ほ
か
、

『
厳
島
絵
馬
鑑
』
に
写
さ
れ
た
絵
馬
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
【
図
版
10
】。
こ
の

絵
馬
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
に
狩
野
松
栄
が
奉
納

し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
十
七
〜
十
八
世
紀
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
徳
川
美
術
館

蔵
「
扇
面
流
図
屏
風
」
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
の
扇
面
形
と
と
も
に
、こ
の
「
羅

生
門
」
の
図
様
が
収
め
ら
れ
て
い
る
【
図
版
11
】
の
で
、
扇
絵
の
画
題
と
し
て
も

広
く
享
受
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
絵
巻
で
は
、
狩
野
派
の
画

風
を
示
す
小
絵
の
絵
巻
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
綱
絵
巻
」）
と
、
そ
れ
と
は
画

風
が
異
な
る
い
わ
ゆ
る
奈
良
絵
本
系
の
絵
巻
（
京
都
国
立
博
物
館
ほ
か
蔵）
42
（

）
で
も

こ
の
場
面
は
類
似
す
る
パ
タ
ー
ン
で
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
同
場
面
の
定
型
図
様

と
し
て
流
布
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　

建
仁
寺
大
昌
院
天
隠
和
尚　

明
應
戊
年
午
七
十
七
歳
題　
二
首

源
氏
平
家
漲
戦
塵
、
能
登
威
勢
鬼
耶
神
、
判
官
飛
過
鄰
舩
去
、
提
剣
望
蹤
罵

且
嗔

能
登
與
判
官
舩
兵

城
壁
峨
峨
鐵
石
堅
、
平
山
熊
谷
互
争
先
、
三
千
強
弩
箭
如
雨
、
呼
不
回
頭
猶

着
鞭

熊
谷
平
山
責
城
之
處

（
中
略
）

右
詩
、
萬
年
山
萬
松
軒
子
龍
𣴎
嘉
首
座
、
集
之
而
下
也
、
實
明
應
七
歳
戊
午

八
月
六
日
也

（『
三
浦
殿
屏
風
詩
偈
』
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

こ
の
例
か
ら
は
、
第
一
章
で
見
た
扇
絵
の
特
色
三
点
（
①
贈
答
品
と
し
て
用
い

ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
②
詩
歌
（
和
歌
・
漢
詩
）
と
の
関
わ
り
が
深
い
③
小
画
面

で
あ
る
）
が
確
認
で
き
る
。
扇
が
詩
歌
と
と
も
に
物
理
的
距
離
を
超
え
て
イ
メ
ー

ジ
を
運
ん
だ
様
子
が
窺
え
る
興
味
深
い
文
献
史
料
で
あ
る
。

（
三
）
そ
の
他
の
物
語

牛
若
と
弁
慶
の
邂
逅
の
場
面
は
、現
存
す
る
図
様
と
し
て
は
、十
六
世
紀
の
「
弁

慶
物
語
絵
巻
」
の
一
場
面
が
最
も
古
い
例
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り）
38
（

、
先
に
挙
げ
た

『
厳
島
絵
馬
鑑
』
に
、
天
文
二
一
年
（
一
五
五
二
）「
狩
野
筆
」
と
あ
る
絵
馬
【
図

版
９
】
が
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
十
六
世
紀
の
時
点
で
図
様
と
し
て
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
五
山
僧
の
漢
詩
か
ら
は
、
こ

の
図
様
も
、
扇
絵
に
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
半
陶
文
集
』
で
は
、

橋
の
上
で
の
邂
逅
を
張
良
・
黄
石
公
の
故
事
に
な
ぞ
ら
え
て
詠
ん
だ
次
の
よ
う
な

詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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扇と物語絵に関する一考察（龍澤　彩）

六
六

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
現
存
作
例
と
文
献
史
料
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
物
語
の

い
わ
ゆ
る
「
名
場
面
」
の
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
人
々
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
く

過
程
で
、
室
町
時
代
の
扇
が
少
な
か
ら
ず
役
割
を
果
た
し
て
い
た
様
子
が
確
認
で

き
た
。
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
「
一
ノ
谷
合
戦
図
屏
風
」
は
、「
敦

盛
最
期
」
の
場
面
を
屏
風
一
双
に
扇
面
形
を
用
い
て
描
い
て
お
り
、
同
図
様
が
扇

面
に
よ
っ
て
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
点
で
も
示
唆
的
で
あ
る
。
物
語
絵

の
現
存
作
例
の
う
ち
、【
図
版
４
】
や
【
図
版
８
】
の
よ
う
に
、
一
画
面
に
一
場

面
を
大
き
く
描
く
屏
風
の
作
例
は
、
ほ
ぼ
近
世
初
期
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
大
画

面
絵
画
は
大
勢
の
人
が
同
時
に
見
る
こ
と
が
可
能
な
画
面
形
式
、
媒
体
で
あ
り
、

描
か
れ
て
い
る
図
様
に
つ
い
て
の
知
識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
画
面
形
式
の
性
質
の
面
か
ら

考
え
れ
ば
、
定
型
図
様
が
成
立
し
、
多
く
の
人
が
「
見
て
す
ぐ
に
そ
れ
と
わ
か
る
」

と
い
う
状
況
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
う
し
た
、
一
場
面
を
一
画
面
に

大
き
く
描
く
タ
イ
プ
の
大
画
面
絵
画
制
作
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ

う
。
そ
う
し
た
定
型
図
様
の
共
有
状
況
を
生
み
出
し
た
一
要
因
と
し
て
、
本
稿
で

は
扇
絵
に
着
目
し
た
が
、
定
型
図
様
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
風
流
の
作
り
物
な
ど

そ
の
他
の
要
因
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
物
語
イ

メ
ー
ジ
の
流
布
と
受
容
に
つ
い
て
は
今
後
も
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

注1　

鈴
木
彰
「〈
敦
盛
・
直
実
図
〉
と
い
く
さ
の
記
憶　
『
平
家
物
語
』
と
「
平
家
絵
」
の

あ
わ
い
か
ら
」『
日
本
研
究
』
第
六
十
八
号
、
韓
国
外
国
語
大
学
校
日
本
研
究
所
、
二
〇

一
六
年
）

2　

美
術
史
の
観
点
か
ら
扇
絵
に
つ
い
て
総
合
的
に
扱
っ
た
研
究
と
し
て
次
の
論
考
が
上

げ
ら
れ
る
。

　

河
田
昌
之
「
扇
絵
概
説
」（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
『
扇
絵
』展
図
録　

一
九
九
〇
年
）

　

江
上
綏
『
日
本
の
美
術　

扇
面
画 （
古
代
編
）』（
至
文
堂　

一
九
九
三
年
）

　

宮
島
新
一
『
日
本
の
美
術　

扇
面
画 （
中
世
編
）』（
至
文
堂　

一
九
九
三
年
）

　

小
林
忠
『
日
本
の
美
術　

扇
面
画 （
近
世
編
）』（
至
文
堂　

一
九
九
三
年
）

　

片
桐
弥
生
「
扇
絵
と
和
歌　

―
室
町
時
代
に
お
け
る
扇
絵
享
受
の
一
面
―
」（『
日
本
美

術
全
集
』
一
三　

講
談
社　

一
九
九
三
年
）

　

奥
平
俊
六
「
扇
絵　

―
折
り
た
た
み
持
ち
運
ぶ
絵
画
」（
大
阪
市
美
術
館
『
鴻
池
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
扇
絵
名
品
展
』
図
録　

二
〇
一
〇
年
）

　

安
達
啓
子
「
扇
流
し
図
屏
風
の
源
流
試
論　

扇
面
絵
画
論
序
説
」（『
日
本
女
子
大
学
紀

要　

人
文
社
会
学
部
』
二
二
号　

二
〇
一
一
年
）

3　

龍
澤
彩
「
室
町
時
代
扇
面
画
の
特
質　

―
近
世
や
ま
と
絵
屏
風
成
立
の
一
要
因
と
し

て
―
」（『
國
華
』
一
二
七
二
号　

朝
日
新
聞
社　

二
〇
〇
一
年
）

4　

安
原
真
琴
「
出
版
文
化
開
花
前
夜
に
お
け
る
忘
れ
ら
れ
た
媒
体
「
扇
」
に
つ
い
て
」

（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
一
〇
九
号　

二
〇
〇
八
年
）

5　

河
田
昌
之
氏
注
２
前
掲
論
文

6　
「
御
乳
母
の
大
輔
の
命
婦
、
日
向
へ
く
だ
る
に
、
給
は
す
る
扇
ど
も
の
中
に
、
片
つ
方

は
、
日
い
と
う
ら
ら
か
に
さ
し
た
る
、
田
舎
の
館
な
ど
お
ほ
く
し
て
、
い
ま
片
つ
方
は
、

京
の
さ
る
べ
き
所
に
て
、
雨
い
み
じ
う
降
り
た
る
に
、

　
　
　

あ
か
ね
さ
す
日
に
向
ひ
て
も
思
ひ
出
で
よ
都
は
晴
れ
ぬ
な
が
め
す
ら
む
と

　

御
手
に
て
書
か
せ
た
ま
へ
る
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
な
り
。
さ
る
君
を
見
お
き
た
て
ま
つ

り
て
こ
そ
、
え
行
く
ま
じ
け
れ
。」

　

引
用
は
、『
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
小
学
館　

一
九
九
七
年
）
に
よ
る
。

7　

宮
島
新
一
氏
注
２
前
掲
書

8　

引
用
は
、『
図
書
寮
叢
刊　

看
聞
日
記
』
一
〜
七
（
明
治
書
院　

平
成
十
四
〜
二
十
六

年
）
に
よ
る
。
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六
七

9　

稲
畑
ル
ミ
子
「『
実
隆
公
記
』
の
扇
・
扇
絵
関
連
記
事
」（『
奈
良
県
立
美
術
館
紀
要
』

第
十
九
号　

二
〇
〇
五
年
）

10　

な
お
、
稲
畑
ル
ミ
子
氏
は
注
９
前
掲
論
文
に
て
、
こ
の
記
事
に
み
ら
れ
る
「
仁
風
」

と
は
、
晋
の
袁
宏
が
地
方
へ
赴
任
す
る
時
、
餞
別
に
扇
を
贈
ら
れ
て
「
輒
当
奉
揚
仁
風
、

慰
彼
黎
庶
」
と
言
っ
た
と
い
う
故
事
（『
晋
書
』
文
苑
伝
・
袁
宏
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る

語
で
、
扇
の
異
称
で
あ
る
こ
と
、
実
隆
は
袁
宏
の
故
事
を
踏
ま
え
て
扇
の
拝
領
を
喜
び
、

こ
の
記
事
を
書
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
扇
の
贈
答
が
盛
行
し
た
背

景
と
し
て
傾
聴
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
。
引
用
は
、『
実
隆
公
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
五
八
〜
一
九
六
七
年
）
に
よ
る
。

11　

徳
田
和
夫
「「
扇
の
草
紙
」
絵
巻
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
語
国
文
論
集
』
二
〇
号　

一
九

九
一
年
）

12　

安
原
真
琴
『「
扇
の
草
子
」
の
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社　

二
〇
〇
三
年
）

13　
『
源
氏
秘
義
抄
』「
仮
名
陳
状
」
と
呼
ば
れ
る
一
文
に
は
、
鎌
倉
六
代
将
軍
・
宗
尊
親

王
の
も
と
で
制
作
さ
れ
た
色
紙
屏
風
に
つ
い
て
、
色
紙
形
の
源
氏
絵
の
図
様
に
関
す
る

議
論
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
古
い
絵
の
踏
襲
と
、
本
文
と
図
様
と
の
合

致
に
関
す
る
認
識
を
示
す
史
料
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
源
氏
絵
研
究
の
観
点
か

ら
こ
の
史
料
を
扱
っ
た
論
考
は
、
秋
山
光
和
『
源
氏
絵
（
日
本
の
美
術
一
一
九
）』（
至

文
堂
、
一
九
七
六
年
）
を
は
じ
め
多
数
あ
る
。

14　

武
田
恒
夫
「
南
禅
寺
蔵
扇
面
貼
交
屏
風
に
つ
い
て
」（『
国
華
』
八
七
二
号
、
一
九
六

四
年
）
お
よ
び
『
南
禅
寺
扇
面
屏
風
』（
フ
ジ
ア
ー
ト
出
版
、
一
九
七
三
年
）

15　

引
用
は
、
玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
新
集
』（
第
四
巻　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
七
〇

年
）
に
よ
る
。

16　
「
扇
面　

紅
葉
之
賀
、

　
　

霜
葉
如
花
舞
袖
軽
、
光
源
氏
面
獨
分
明
、
似
看
小
杜
停
車
愛
、
君
亦
三
生
薄
倖
名
」

17　
『
教
言
卿
記
』
応
永
十
四
（
一
四
〇
七
）
年
十
一
月
二
十
七
日
条
「
禁
裏
御
扇
教
興
朝

臣
ニ
、
一
方
ニ
ハ
古
今
ノ
序
意
云
々
、
神
鬼
武
者
也
、
一
方
ニ
ハ
河
南
浦
舞
也
、
鯉
包

丁
ノ
所
也
、
悉
畏
入
者
也
」。

18　

室
町
時
代
の
「
源
氏
物
語
図
扇
面
散
屏
風
」
と
し
て
知
ら
れ
る
、
浄
土
寺
所
蔵
本
、

個
人
蔵
本
、
永
青
文
庫
所
蔵
本
な
ど
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、『
絵
画

で
つ
づ
る
源
氏
物
語　

描
き
継
が
れ
た
源
氏
絵
の
系
譜
』（
徳
川
美
術
館　

二
〇
〇
五

年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

19　

現
存
作
例
で
は
、
桃
山
時
代
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」（
宮
内

庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
が
古
い
例
で
あ
る
。『
絵
画
で
つ
づ
る
源
氏
物
語　

描
き
継
が
れ

た
源
氏
絵
の
系
譜
』（
注
18
前
掲
）
ほ
か
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

20　

武
田
恒
夫
・
片
桐
弥
生
「
新
出
和
様
扇
面
画
帖
に
つ
い
て
（
上
）（
下
）」（『
国
華
』

一
一
二
四
号
・
一
一
二
五
号
、
一
九
八
九
年
）

21　

秋
山
光
和
「
室
町
時
代
の
源
氏
絵
扇
面
に
つ
い
て 

―
浄
土
寺
蔵
「
源
氏
物
語
絵
扇
面

散
屏
風
」
を
中
心
に
―
」（『
国
華
』
一
〇
八
八
号
、
一
九
八
五
年
）

22　

武
田
恒
夫
・
片
桐
弥
生
「
新
出
和
様
扇
面
画
帖
に
つ
い
て
（
上
）（
下
）」（『
国
華
』

一
一
二
四
号
・
一
一
二
五
号　

一
九
八
九
年
）
に
て
全
面
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

23　

こ
の
記
事
は
、
梅
津
次
郎
「
伝
光
信
筆
平
家
物
語
絵
巻
」『
美
術
史
』
第
三
十
五
号　

一
九
六
〇
年
（『
絵
巻
物
叢
誌
』
一
九
七
二
年　

法
蔵
館
再
録
）、
川
本
桂
子
「『
平
家
物

語
』
に
取
材
し
た
合
戦
屏
風
の
諸
相
と
そ
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
日
本
屏
風
絵
集
成
５　

大
和
絵
系
人
物
』
講
談
社　

一
九
七
九
年
）
な
ど
平
家
絵
に
関
す
る
論
考
で
引
か
れ
て

い
る
。

24　

辻
野
正
人
「
子
敦
盛
譚
と
御
影
堂　

敦
盛
伝
承
に
お
け
る
扇
の
イ
メ
ー
ジ
」（『
日
本

研
究
』
六
号　

一
九
九
二
年
）。
御
影
堂
と
の
関
連
か
ら
、
特
に
敦
盛
・
直
実
譚
が
扇
と

深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

榊
原
千
鶴
「
一
六
〇
〇
年
前
後　

軍
記
物
と
扇
面
画　

五
山
僧
に
よ
る
軍
記
物
享
受
の

一
端
」（『
國
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
平
成
一
二
年
六
月
号　

二
〇
〇
〇
年
）

25　
『
翰
林
五
鳳
集
』（
巻
五
十
五　

本
朝
人
名
部
）大
日
本
仏
教
全
書
所
収
（
仏
書
刊
行
会
、

大
正
五
年
）

26　

注
１
前
掲
論
文
。

27　

宮
腰
直
人
「
舞
の
本
『
敦
盛
』
挿
絵
考　

明
暦
版
と
本
問
屋
版
を
中
心
に
し
て
」（
松
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六
八

尾
葦
江
編
『
文
化
現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記
』
笠
間
書
院　

二
〇
一
五
年
）

28　
『
近
世
風
俗
図
譜　

第
五
巻　

四
条
河
原
』（
小
学
館　

一
九
八
二
年
）
10
頁
、
15
頁

に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

29　

玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
新
集
』
第
一
巻
（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
七
七
年
）

30　

辻
野
正
人
氏
・
榊
原
千
鶴
氏
注
24
前
掲
論
文
。

31　

市
木
武
雄
『
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
』（
第
三
巻　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
九
三
年
）

32　
『
翰
林
五
鳳
集
』（
巻
五
十
五　

本
朝
人
名
部
）

33　
「
便
面
畫　

有
薩
州
守
求
選
歌
之
像

　
　

  

都
猶
志
賀
、路
吹
霞
。
十
載
風
流
、平
氏
家
。
雖
曰
読
人
縦
不
識
。
其
名
掛
在
故
郷
花
。

六
日
之
夜
。
點
燭
書
之
。」

34　
「
扇
面　

薩
摩
守
問
俊
成
卿
圖 

　
　

十
萬
義
軍
随
翠
華
、
獨
君
駐
馬
俊
成
家
、
和
歌
若
問
何
名
字
、
雪
白
山
櫻
志
賀
花
」

35　
「
佐
々
木
四
郎
渡
宇
治
川
図　

同
（
天
隠
）

　
　

萬
騎
如
常
宇
水
邊
。
東
關
諸
将
各
争
先
。
功
名
誰
出
四
郎
上
。
一
馬
化
龍
何
著
鞭
。」

36　

玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
新
集
』（
別
巻
一　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
七
七
年
）。
辻

野
正
人
氏
も
注
24
前
掲
論
文
で
引
用
し
て
い
る
。

37　

景
徐
周
麟
の
『
翰
林
葫
蘆
集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（『
五
山
文
学
全
集 

第
四
巻
』 

思
文
閣
出
版　

一
九
九
二
年
）。

38　

徳
川
美
術
館
編
『
絵
で
楽
し
む
日
本
む
か
し
話　

お
伽
草
子
と
絵
本
の
世
界
』（
徳
川

美
術
館　

二
〇
〇
六
年
）
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

39　

玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
新
集
』（
第
四
巻　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
七
〇
年
）

40　

京
都
国
立
博
物
館
編
『
室
町
時
代
の
狩
野
派　

画
壇
制
覇
へ
の
道
』（
中
央
公
論
美
術

出
版　

一
九
九
九
年
）
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

41　

注
40
前
掲
書
に
掲
載
（「
扇
面
散
ら
し
屏
風
」
所
収
「
羅
城
門
図
扇
面
」）。

42　
「
羅
生
門
絵
巻
」
各
伝
本
に
つ
い
て
は
、龍
澤
彩
「
尾
張
徳
川
家
伝
来
「
羅
生
門
絵
巻
」

に
つ
い
て
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
三
十
六
輯　

二
〇
一
〇
年
）
で
ふ
れ
て
い
る
。

付
記本

稿
は
、
伝
承
文
学
研
究
会
大
会
平
成
二
十
七
年
度
（
二
〇
一
五
）
大
会
に
お

け
る
発
表
「
扇
絵
と
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
の
伝
承
に
つ
い
て　

―
「
定
型
図
様
」
の

流
布
と
定
着
」の
内
容
に
基
づ
き
、加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。【
図
版
３
】

は
、
フ
リ
ー
ア
美
術
館
の
「O

pen FIS

」
よ
り
転
載
し
た
（C

ourtesy of Freer 
G

allery of A
rt and A

rthur M
.Sackler G

allery, Sm
ithonian Institution.

）。

九
州
国
立
博
物
館
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
徳
川
美
術
館
か
ら
は
御
所
蔵
品
の

画
像
使
用
に
つ
い
て
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
深
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。
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六
九

図版６　サントリー美術館蔵「小敦盛絵巻」（部分）

図版２　金城学院大学図書館蔵
　　　　　　「源氏物語図扇面　若紫図」

図版３　 九州国立博物館蔵「扇面画帖」（浮舟図）
山﨑信一氏 撮影

図版４　フリーア美術館蔵「浮舟図屏風」

図版５　九州国立博物館蔵「扇面画帖」（敦盛最期図）
山﨑信一氏 撮影

図版１　徳川美術館蔵「平家物語図扇面」
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七
〇

図版７　徳川美術館蔵「八島合戦図屏風」（左隻）

図版９　「厳島絵馬鑑」

図版10　「厳島絵馬鑑」 図版11　徳川美術館蔵「扇面流図屏風」（部分）

図版８　徳川美術館蔵「平家物語図扇面」
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